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研究論文
北海道・東北地方における地域資源の活用と課題
－自然的・人文社会的遺産を事例として―
菊地 達夫 水野信太郎
北翔大学短期大学部こども学科 北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
抄 録
本研究では，北海道と東北地方に分布する埋蔵文化財を取り上げ，観光活用の実態と課題を
明らかにし，それをふまえ新たな活用の在り方を提案しようとするものである。
その結果，地理的空間を効果的に観光活用する内容を示した。それは，事象間の共通性（類
似性）や相違性に気付き，地理的空間の認識につなげようとするものである。具体的には，地
域間比較を中心として周遊観光させる仕掛けの構築である。その仕掛けとして，観光リーフ
レットをはじめとする観光情報の工夫・改善の必要性を強調した。
キーワード：北海道・東北地方，洞爺湖有珠山，埋蔵文化財，観光活用
 ．は じ め に
本研究活動（共同研究プロジェクト地域資源）では，
北海道・東北地方に分布する地域資源の活用と課題を明
らかにし，それら地域への影響について考察している。
具体的には，埋蔵文化財，歴史的人物（文学者）と関連
施設といった対象に絞り，観光活用，教育活用，まちづ
くりという視点で分担しながら調査研究をすすめてい
る。これらは，持続可能な開発の視点を含む。文化財・
文化遺産の活用は，ESD（持続発展教育）の考え方に含
まれる。地域資源の具体的な事例として，埋蔵文化財は
格好の対象と考えた。
以下では，埋蔵文化財を中心とした活用と課題に関す
る内容を報告する。埋蔵文化財は，いわゆる文化財の対
象範囲とは異なり，別の区分として位置付けられる。保
存・保全は，国，地方公共団体に加え，世界遺産やジオ
パークなどに登録・指定（認定）となり強化される。
埋蔵文化財の活用に関する先行研究は，地理学，歴史
学，観光学，教育学などの他に，学際的なアプローチも
ある。本稿は，主として観光活用に重点をおいている。
観光活用の視点として，以下の研究成果１）が注目に値す
る。この研究では，遺跡などの文化遺産を，どのように
観光活用を中心として地域活性化に活かすことができる
か，経済学的に考察した。保全・保全の在り方として，
国の行政機関に頼るのではなく，民間と分担しながら，
まちづくりをしていこうとする遺跡マネジメントの必要
性を指摘している。具体的には，地域の交流人口を増加
させることで，観光客や地域住民の満足感を経済的に
も，精神的にも向上できることを指摘した。
本稿は，北海道と東北地方に分布する埋蔵文化財を取
り上げ，観光活用の実態と課題を明らかにし，それをふ
まえ新たな活用の在り方を提案しようとするものであ
る。今回，集中的な調査地域として，洞爺湖有珠山（周
辺地域を含む）とした。また，埋蔵文化財（観光資源）
として，縄文遺跡群に着目する。これらは，世界文化遺
産候補の「北海道・北東北の縄文遺跡群」と世界ジオ
パークの「洞爺湖有珠山」の構成要素の一つに含まれ
る。関係する地域では，点在する遺産を，どのように観
光活用すべきか，課題となっているのではないか，と考
えた。ゆえに，課題解決に向け，地理的な見方や考え方
の活用を重視する。
．地域資源の活用事例
１．北海道・北東北の縄文遺跡群
１）縄文遺跡群の特色と登録へ向けた動き
世界文化遺産の登録を目指す「北海道・北東北の縄文
遺跡群」は，北海道，青森県，岩手県，秋田県に分布す
る。関係自治体は，９市５町の１４箇所となる。関係する
遺跡は，１８箇所（当初は１５箇所）あり，そのうち，「三
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内丸山遺跡」と「大湯環状列石」は特別史跡に指定され
ている。遺跡の内容は，住居跡や生活様式の跡，遺物な
どで多様性がある。加えて，遺跡の場所も，海岸部，内
陸部，湖沼地帯，河川流域などに位置する。
縄文文化は，紀元前１万３千年頃に開始し，生物多様
性に恵まれた生態系に適応しながら，自然との共生のも
と，約１万年間にわたる持続的な社会を形成した先史文
化である。その特色は，生業形態として，農耕や牧畜以
外の狩猟，採取，漁労を中心とした点にある。
縄文遺跡は，日本列島に広く分布している。北海道・
北東北の場合，円筒土器文化（縄文前期）や亀ケ岡文化
（縄文晩期）など代表的な文化圏が栄えた地域であっ
た。また，精神文化に関わる土偶，大規模な環状列石，
多様な植生や地形が点在する。これらが，縄文文化の特
色を裏付けるものとなっている。
世界文化遺産登録へ向けた動きは，北海道で始まっ
た。２００３年，北海道知事（堀氏）が，東北３県に提案し
たのがきっかけである。２００４年には，支援組織として，
「北の縄文道民会議」を設立した。２００９年，北海道・北
東北の縄文遺跡群は，世界遺産候補として世界遺産暫定
一覧表に記載された。北海道庁では，２０１１年４月，環境
生活部に世界遺産登録を目指す推進室を設置した注１）。
２０１３年，２０１５年度の世界遺産登録を目指し，文化庁に推
薦書原案を提出したものの，国内選考で落選した（推薦
決定遺産：明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連
地域）。その理由として，東日本全体に広がる縄文遺跡
を北海道と北東北に限定して文化遺産とすることが不十
分と判断された。落選の結果を受け，関係自治体では，
引き続き推進を目指すべきという考え，中身を精査すべ
きという考えなどが出た。結果的には，再挑戦していく
方向性で固まったものの，落選の理由の改善については
進展がなく，先送りされた注２）。
２０１４年，関係自治体は，２０１６年度の世界遺産登録を目
指す方針を最終決定した。落選の理由の改善には，「遺
跡の分布の集積」や「遺跡の良好な保全状態」などを強
調していくことになった注３）。
現在，世界遺産の仕組みは，各国からの推薦を１件に
制限している。よって，文科省は，登録の可能性が確実
な候補遺産の推進を示している。国内の候補遺産は，複
数あり競争が熾烈になっている。２０１６年度の世界遺産登
録の推薦候補は，「長崎の教会群とキリスト教関連遺
産」に決まった。また，北海道では，函館「五稜郭」の
世界文化遺産を目指す期成会が２０１４年４月設立した注４）。
その結果，関係自治体内（函館市）でも，どちらの候補遺産
を優先すべきか，今後議論が必要になってくるだろう。
２）観光活用の事例
北海道・北東北の縄文遺跡群は，リーフレット（児童
生徒用を含む）や HPの作成をしているが，関係遺産を
巡るような観光ツアーの類は，まだ少ない。現在は，
個々の遺産における観光活用を中心としている。よっ
て，関係自治体も，管轄下にある遺産の観光 PRに留ま
る。
道内では，シィービーツアーズによる「北の縄文遺
跡群」の観光ツアー注５）が企画されている（いずれも２０１３
年度に実施）。周遊型として，青森県（是川石器時代遺
跡・三内丸山遺跡），北海道（大船遺跡，垣ノ島遺跡，
鷲ノ木遺跡，北小金貝塚）を船舶やバスで巡る観光ツ
アーを３泊４日で行っている。他にも，函館の大船遺跡
・垣ノ島遺跡，洞爺湖の入江・高砂貝塚，伊達の北小金
貝塚，千歳のキウス周堤墓群など，日帰りや宿泊の観光
ツアーを行っている。
シィービーツアーズの観光ツアーの特色は，専門の
学芸員などが，現地や道中にて解説・説明を行う点にあ
る。この他に，北海道遺産や歴史博物館を巡る観光ツ
アーも企画しており，参加者には好評を得ている注６）。
その他では，胆振総合振興局が中心となり，「胆振三
大遺産」の体験イベントを室蘭で２０１３年１１月２３日に開催
した。三大遺産とは，縄文遺跡群（北小金貝塚＝伊達
市），洞爺湖有珠山ジオパーク（世界ジオパーク），アイ
ヌ民族の古式舞踊を指す。体験イベントでは，こどもの
参加を促し，好評を得た注７）。
表１ 津軽海峡の縄文文化を学び国宝を見る旅
（観光ツアーの例）
●１日目（２０１４年１０月４日）
小樽・札幌→中山峠→洞爺湖町（入江・高砂貝塚）→洞爺湖→函館市
（大船遺跡・垣ノ島遺跡・函館市縄文文化交流センター）→函館市内
宿泊
●２日目（２０１４年１０月５日）
五稜郭公園・五稜郭タワー→函館／４道県縄文フォーラム→札幌・小樽
資料）シィービーツアーズのリーフレット２０１４年版。
注）太字は，関係する遺跡。旅行代金は，１名参加の場合，３０，０００円。
図１ 北海道・北東北の縄文遺跡群
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以上から，世界文化遺産の登録を意識し，２０１３年度か
ら観光活用は本格化した。ただ，観光活用は，商業活動
の他に，世界文化遺産の登録の機運を高める目的も含
む。北海道の場合，他の地域と比べ，北海道・北東北の
縄文遺跡群の世界文化遺産登録を目指す動きが，地域住
民レベルではやや弱い。観光活用によって，北海道民
に，縄文遺跡群の存在や価値を再認識してもらうことも
期待している。
２．洞爺湖有珠山ジオパーク
１）ジオサイトの概要と特色
洞爺湖有珠山ジオパークは，伊達市，洞爺湖町，豊浦
町，壮瞥町に広がるものである。関係自治体は，１市３
町で構成している。
世界ジオパークに向けた動きは，２０００年の有珠山噴火
以降，復興対策としてエコミュージアム構想を策定した
ことに始まる注８）。２００２年には，エコミュージアム宣言を
行い，２００６年，推進協議会を設置した。２００７年以降，世
界ジオパークの加盟・認定を模索し始め，２００９年に国内
第１号として認定された。
主な対象物は，自然的事象を中心とするが，人文社会
的事象も含む。具体的には，三階滝公園，礼文華海岸，
洞爺火砕流台地，キムンドの滝，各種のフットパスコー
ス（有珠山周辺），アルトリ岬，有珠新山と銀沼火口，
西山山麓火口散策路，北黄金貝塚，入江・高砂貝塚，カ
ムイチャシ史跡公園，有珠善光寺などである（図２）。
特色は，洞爺カルデラ（湖），有珠山などに代表され
る地質遺産や雄大で美しい自然遺産，縄文遺跡などの歴
史遺産が分布し，そこに人間生活と共生する姿の歴史が
加わる点である。
世界ジオパークは，学術的にまた景観的に貴重な地質
遺産を，人類共通の遺産として保全するとともに地域の
資源として活用していく自然公園で，２００４年に設立され
たものである。現在，ジオパークは，「大地の遺産」と
も呼ばれる。
世界遺産との違いは，保全するだけではなく，研究，
科学教育，防災教育の場，地質遺産を観光の対象として
持続可能な地域経済や地域文化の発展を目指す点にあ
る。また，登録後，４年１回再認定審査を受ける必要が
ある。洞爺湖有珠山ジオパークは，２０１３年，再認定を受
けた注９）。今回の審査では，「火山との共生」という点で
高い評価を受けた。それは，持続的な防災教育の充実に
あった。
２）観光活用の事例
観光活用は，ジオサイトの見学である。観光リーフ
レットは，何種類かあり，博物館的機能を有する情報セ
ンターも数か所ある。ただ，ジオサイトの数は多いもの
の，それを周遊するような企画は少ない。ジオサイトの
見学では，フットパスに力点を置いている。これは，自
然景観型と防災教育型に分かれる。いずれも，洞爺湖周
図２ 洞爺湖有珠山ジオパークの主なジオサイト
資料）洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
発行リーレット。
図３ 火口散策路ガイドブック（リーフレット）の一部
図４ 隆起して断層化した町道の様子（２０１３年撮影）
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辺（４コース）か有珠山周辺（３コース）となる。防災
教育型として，西山山麓火口コースと金比羅山火口コー
スがある（図３）。これらは，２０００年，有珠山の火山噴
火によって，生じたジオサイトを観察できるようになっ
ている。見どころは，火山噴火の影響によって被災した
遺構である。西山山麓火口の場合，隆起して断層化した
町道（図４），被災した建物（図５），金比羅山火口の場
表１ マイスター認定審査項目・認定審査の内容
認定審査項目 認 定 審 査 内 容
資質 この地域に貢献しようとする熱意や行動力
を持っているか
この地域と有珠火山との共生についての理
想・考えを自ら持っているか
知識や技術を高めようとする向上心を持っ
ているか
有珠火山や地域との関わりの経験や体験が
あるか
知識 洞爺湖や有珠火
山地域の自然や
特性に関する専
門的な知識
洞爺湖や有珠山のおいたちや特徴について
理解しているか
有珠山の噴火の仕組みと噴火の歴史につい
て理解しているか
有珠山の火山活動による恵みとそれを活用
した取り組みについて理解しているか
洞爺湖や有珠火山地域の動植物などについ
て理解しているか
２０００年噴火について理解しているか
次の噴火に備えた取り組みについて理解し
ているか
野外活動に関す
る基礎的な知識
自然への理解・配慮，関係法令等について
理解しているか
リスクマネジメントについて理解している
か
野外安全行動に関する知識を身につけてい
るか
ガイド技術に関する知識を身につけている
か
技能 洞爺湖や有珠火山地域の自然や特性に関す
る正確な説明ができるか
気候や気象条件，参加者の特徴に対応した
行動ができるか
参加者の特徴に対応した説明内容の組み立
てができるか
資料）洞爺湖有珠火山マイスター認定審査 HPより。
図５ 被災した建物（菓子工場跡）の様子（２０１３年撮影）
図９ 防砂ダムの様子（２０１３年撮影）
図６ 被災した町営公衆浴場の様子（２０１３年撮影）
図７ 被災した桜ヶ丘団地の様子（２０１３年撮影）
図８ 泥流で押し流された「木の実橋」の様子（２０１３年撮影）
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合，被災した公衆浴場（図６）や桜ヶ丘団地（図７），
泥流によって押し流された橋の様子（図８）などが保存
されている。それ以外に，防砂ダム（図９）のような防
災設備を観察することができる。
防災教育型のフットパスは，単なる散策路の整備をし
ただけではなく，専用のリーフレットに加え，解説板の
設置がある。さらに，解説員（ガイド）の常駐とその育
成体制にも特色がある。具体的には，マイスター制度
（火山マイスター）を取り入れ，説明・解説の質的向上
を目指している。火山マイスターの資格（関係自治体の
定住者）は，火山や防災の専門的な講習を受け，面接と
実技審査の合格者に与えられる。２０１３年時点で２３人に達
している。今回の再審査の際，このマイスター制度こそ
ジオパークの精神であるという高い評価を受けた。
以上から，洞爺湖有珠山ジオパークでは，単なる見学
や観察ではなく，学習活動を通じての観光活用を重視し
ている。それゆえ，毎年，一定数の見学旅行や修学旅行
の受け入れにもつながっている。よって，単なる観光活
用だけではなく，教育活用の側面も強い。
	．地域資源の活用の課題
１．世界文化遺産を目指す上での課題
課題は，全体に対するものと個別に対するものに分か
れる。全体に対する課題は，落選理由でもあった縄文遺
跡群の顕著な普遍的な価値を，どのように位置付けるか
である。縄文遺跡は，対象となる１８遺跡以外にも，広く
分布する。なぜ，この１８遺跡のみが対象となっている
か，明確な理由が必要である。
これまでのところ縄文遺跡群の価値について，「地理
的分布の集積」や「遺跡の保存状態が良いこと」を挙げ
ている注１０）。前者の場合，地理的分布の集積というに
は，広域である。後者の場合，対象外である遺跡が，道
央や道東に分布している。例えば，最も北に位置するキ
ウス周堤墓群の周辺には，カリンバ遺跡（恵庭市）や
美々遺跡（千歳市）があるが，対象に含まれない。とり
わけ，カリンバ遺跡は，国指定遺跡でもあり，公開して
いる。よって，保存状態が良いという点では，説得力が
弱い。
別な視点として，「高い精神性」を特色とする声があ
る注１１）。津軽海峡文化圏は，時代的に４段階に分かれ，
連続性がある点に特色があり，高い精神性を構築したと
いうものである。他地域との差別化という点では，優れ
ているものの，これらの実証が難しいと判断されてい
る。そのため，支持する声は少ない。
その他には，遺跡の周辺環境がよくない注１２）。例えば，
「キウス周堤墓」や「大湯環状列石」では，道路が遺跡
内を貫通している。また，「三内丸山遺跡」では，隣接
地に運転免許センターが立地している。よって，保存・
保全する体制としては，十分と言い難い。これらの改善
として，遺跡の迂回路の整備や電線の地中化，施設の移
転などを検討し始めている。
個別に対する課題は，函館市縄文文化交流センターが
指定管理者制度の導入を検討し始めたことである注１３）。
その背景には，自治体の経費削減や民間の積極的な活用
を促進するねらいがあった。センターには，国宝の「中
空土偶」をはじめ，近接地に「大船遺跡」と「垣ノ島遺
跡」がある。とりわけ，「中空土偶」は，縄文文化の中
でも特別な存在となっている。
指定管理者制度を導入すれば，民間業者が，センター
を管理運営することが可能となる。すなわち，貴重な遺
跡や遺物の管理を行政に変わり，民間が実施することに
不安が高まっている。国宝を常設展示する公立博物館で
は，自治体職員が常駐していない事例はない。
函館市議会では，僅差で関連条例を可決し，改正した
ものの，慎重論が出始めている。加えて，経済界からも
反対の声が挙がっている。また，文化庁も，市が所有者
の管理を行うべきという見解を示している。
このように反対や慎重を促す意見が多いため，現時点
では，指定管理者制度を導入するか，わからない。他
方，これまでのところ函館市に続くような自治体はない
が，経費削減という理由で，他の自治体でも，指定管理
者制度を導入する可能性はある。
２．洞爺湖有珠山ジオパークの課題
すでに述べたように，洞爺湖有珠山ジオパークは，学
術的な評価や活用体制の評価は高い。一方で，観光客の
入り込み数には，その効果があまり表れていない（図
１０）。２０１１年度の場合，関係自治体では，豊浦町を除
く，伊達市，洞爺湖町，壮瞥町において前年比で減少し
ている注１４）。その原因は，東日本大震災の発生（２０１１
年）が大きいものの，長引く経済不況，他の観光資源と
の競合など，複雑に関係している。唯一の経済効果は，
有珠山ロープウェイの有料ガイドの利用者が４年間
（２００９年～２０１２年）で１．８倍に増加したことであった注１５）。
有珠山（図１１）は，約３０年間の周期で火山噴火を繰り
返している。この地でもたびたび自然災害を受けてき
た。火山噴火の災害は，短期間で拡大する。一方，観光
をはじめとする各種産業は，火山噴火の収束とともにす
ぐに回復できるわけではない。長期間，回復できないこ
とも珍しくない。その結果，廃業に追い込まれた事例も
ある。当然，復興している間の収入はほとんどなく，負
債の返済や修繕費用など財政面で非常に厳しい。そのよ
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うに考えると，観光活用をいかに持続できるか，非常に
大きな課題となる。
これまでは，地域のイメージ低下を恐れ，火山噴火の
話題をさけてきた。世界ジオパークに指定を受けた以
降，地域住民の考え方に変化が生じている注１６）。その変
化の表れが，防災教育の充実であった注１７）。洞爺湖温泉
街の宿泊施設では，ジオパークを紹介するようなコー
ナーの設置といった動きも広がりつつある。何より，観
光関係者が，次期の火山噴火に備え，有珠山の情報を共
有し，準備を始めたことも，大きな変化である。情報の
共有では，２０１３年，観光業者の団体で勉強会を開催し
た。その場において，現状説明に加え，客や従業員に情
報を伝える体制，被災休業中に収入を確保する別事業，
噴火収束後の地元独自の復興計画などの準備が提案され
た。
以上から，世界ジオパークの再認定を受けたことで，
課題を克服しようとする動きが高まっている。

．持続的活用に向けた提案
本章では，縄文遺跡群やジオパークを持続的に活用し
ていく提案を示したい。前章までの活用実態や課題をみ
る限り，いずれも地理的な見方や考え方の視点が弱い。
よって，これらの視点を活かす活用の在り方を探る。
１．北海道・北東北の縄文遺跡群
北海道・北東北の縄文遺跡群は，縄文文化という枠組
みを同じにするが，相違点もいくつかみられる。よっ
て，共通性（類似性）と相違性を判断するためには，１８
箇所を巡る活用の促進が望ましい。数か所の訪問見学で
は，みえにくいものを，全体を通して遺跡の価値の醍醐
味に気付かせようとするものである。このような訪問見
学者として，国内外の学校教育を終えた方を想定してい
る。その視点は，地域間比較にある。
遺跡のように行政が管理運営する場合，その内容の説
明・解説は，管轄するものを中心とし，他地域のものは
どうしても手薄になる。加えて，管轄外の遺跡の説明・
解説も，積極的にはしにくい。よって，広域に分布する
遺跡のような場合，連携活用しにくいという欠点が生じ
る注１８）。
すでに述べたように，旅行会社では，周遊型の観光ツ
アーを企画している。これらのツアーは，固定化した日
程で，利用しにくい。現行のリーフレットは，１８箇所の
遺跡内容（写真掲載）・分布図と若干の解説があるのみ
である。ただ，小学校用や中学校用の別のリーフレット
（学習用）を作成し，発達段階に応じて工夫をしている
点は評価できる。
自治体の財政は，どこも逼迫しており，大掛かりな工
夫・改善は難しい。そのため，現状の取り組みを活かし
ながら，仕組みを変える方法が有効と考えた。そこで，
現地において，リーフレットを手にとる観光客に対し
て，遺跡の共通性（類似性）や相違性を判断する視点を
盛り込むことを提案する。それを足掛かりに，他の遺跡
を訪問見学し，どのような差異があるのか気付かせよう
とするものである。このような仕組みがあれば，断続的
な周遊観光でも実現できる。同様の仕組みは，HPでも
導入できるが，その閲覧には，観光客の興味関心が大き
く影響し，限定的となるであろう。その点，リーフレッ
トは，現地で配布することが多く，興味関心に関係なく
認識してもらえる可能性は高い。重要な点は，１８箇所で
見方・考え方に関して統一掲載しておくことである。各
遺跡は，単独のリーフレットを常備している。中身は，
それぞれ違っても，統一の掲載項目があることで，周遊
観光を働きかけることはできる。その仕組みは，対象と
なっていない他の縄文遺跡にも応用することができる。
さらに，外国にある同時期の文化財・生活様式の比較を
通じて，どのような差異があるのか認識し，その結果，
北海道・北東北の縄文遺跡群に対する再評価につながる
こともあるかもしれない。
図１０ 洞爺湖町の観光入り込み数の推移
資料）北海道経済部観光局（各年版）
『北海道観光入込客数調査報告書』
図１１ 有珠山（有珠山ロープウェイ）の様子（２０１３年撮影）
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２．洞爺湖有珠山ジオパーク
すでに述べたように，観光資源の素材，観光活用の体
制については，高い評価を受けている。他方，その評価
は，一部の観光客の声でもある。観光客の入り込み数の
増加に向け，見せ方について工夫・改善することを提案
する。その見せ方とは，地理的空間の認識の工夫であ
る。さらに，時系列も意識させたい。
有珠山は，２０世紀において，１９１０年，１９４４年，１９７７
年，２０００年と４回噴火している。これら火山噴火に関す
る事象を時系列に結び付けながら巡り，１つの地理的空間
として捉えようとするものである。
例えば，自然地理的事象では，１９１０年四十三山（明治
新山）の誕生，１９４４年昭和新山の誕生（図１４），１９７７年
有珠新山の誕生，２０００年西山山麓・金比羅山付近におけ
る多数の火口の誕生，被災遺構では，１９４４年昭和新山鉄
道遺構公園，１９７７年火山遺構公園（図１５・１６），２０００年
西山山麓・金比羅山火口の災害遺構散策路がある。
すでに述べたように，防災教育は，西山山麓と金比羅
山火口コースを中心に展開されている。それ以外を時系
列に捉え，防災教育する視点は弱い。筆頭執筆者菊地
が，現地観察した際，上記のコースには，観光客を確認
することはできたものの，火山遺構公園には観光客は誰
もいなかった。火山遺構公園は，洞爺湖温泉街と昭和新
山や有珠山ロープウェイの山麓駅を結ぶ途中にあり，行
きにくい場所とも思えない。その後で訪れた昭和新山付
近には，多数の観光客の姿があった。
上記のジオサイトは，観光リーフレット，HP，現地
案内板など情報発信している。羅列的・網羅的に発信す
るだけでは，観光客の興味関心に応じて必要な情報のみ
選択される。その結果，見学は，有名な観光資源のみと
なりやすい。
そこに，物語的なストーリーの仕掛けをつくり，観光
客にジオサイトを周遊させる。例えば，有珠山周辺に位
置する火山遺構（１９４４年，１９７７年，２０００年）を巡ること
で，場所的，火山被害の状況などの違いに気付かせるこ
図１３ 有珠山噴火に伴う時系列の地域変化（概念図）
図１２ 遺跡に関する情報を通じての地域間比較
図１４ 昭和新山の様子（２０１３年撮影）
図１５ 被災した病院跡の様子（２０１３年撮影）
図１６ 被災した病院跡の様子２（２０１３年撮影）
北方圏学術情報センター年報 Vol.６
－２１－
とができる。このような内容を，観光リーフレットに盛
り込む。これらジオサイトの見学を通じて，共通性（類
似性）と相違性が明らかとなる。共通性は，同じ火山噴
火の影響で生じたという点であり，相違性は，その噴火
した場所や被害は異なるという点である。
３．重層の地理的空間の活用
ここでは，北黄金貝塚（伊達市）を事例として，重層
の地理的空間の活用について提案する。北黄金貝塚は，
単体として国史跡指定（１９８７年）を受けている。各種の
遺産指定（認定）は，北海道・北東北の縄文遺跡群（世
界文化遺産候補／２００９年）と洞爺湖有珠山ジオパーク
（世界ジオパーク／２００９年）に，支笏洞爺国立公園（１９４９
年，北海道遺産（２００１年）が加わる。
いずれも，貴重な自然的遺産や文化的遺産という形
で，評価を受けたものである。他方，指定（認定）に
至った詳細な内容・目的やその地理的範囲は異なる。そ
のため，北黄金貝塚の価値は，多角的・多面的な要素を
もっているものと考えられる。人文的事象（北黄金貝
塚）と自然的事象が，混在する形のジオパークの構成要
素であったり，広域（北東北）に分布する人文的事象の
構成要素であったりする。さらには，縄文期から平成期
（例：２０００年噴火の火山遺構）までの長期間にわたるジ
オサイトの構成要素でもある。他方，上記の５つの指定
（認定）について，１つの観光情報から知ることはなか
なかできない。
これまで，北黄金貝塚のように重層の自然的・文化的
遺産の指定（認定）を受けてきたものは，より世界的な
もの，より新しいものを優先して情報発信するきらいが
あった。そのため，地域住民でも，貴重な遺産であると
いう認識はあるものの，どのような指定（認定）を受け
てきたか，それに至った理由の関心も一時的なものが多
い。また，これらの情報は，分離・分断されている。地
域住民や観光客に高い興味関心がないと，このような情
報の全貌には気付かない。
そこで，各種の遺産指定（認定）の違いに気付かせる
には，いかに関係する情報を統一発信できるかにある。
それらの情報発信は，観光リーフレット，HP，観光案
内板などのようなもので十分である。観光客には，その
違いに気付かせる基礎情報の認識が先決となる。これら
の情報の認識があって，各種の遺産指定（認定）の違い
がありそうなことへつながる。
．お わ り に
本稿では，北海道・東北地方に分布する世界文化遺産
候補と世界ジオパークに関係する埋蔵文化財の活用実態
と課題について明らかにし，持続的な活用に向けた提案
を示そうとするものであった。以下では，章～章の
まとめを行う。
章では，北海道・北東北の縄文遺跡群と洞爺湖有珠
山ジオパークの観光活用の現状を明らかにした。いずれ
も，個別の観光活用を中心したものであった。遺産を巡
るような観光活動は，一部みられるものの，観光情報の
類を含め，観光客を誘因する仕組みとして不十分であっ
た。
章では，観光活用の課題を明らかにした。北海道・
北東北の縄文遺跡群の場合，世界文化遺産登録へ向けた
課題として，地理的範囲に関する内容，対象となる遺跡
に関する内容が挙がった。依然，課題を払拭できるよう
な普遍的な価値の明確化をできていない。洞爺湖有珠山
ジオパークの場合，観光客の停滞と今後の火山噴火に対
する影響が挙がった。火山噴火に対する影響では，防災
教育の取り組みが評価されたことで，火山と共生してい
こうという意識改革が芽生え，それに向け準備を検討し
始めている。
章では，地理的空間を効果的に観光活用する提案を
示した。それは，事象間の共通性（類似性）や相違性に
気付き，地理的空間の認識につなげようとするものであ
る。具体的には，地域間比較を中心として周遊観光させ
る仕掛けの構築である。その仕掛けとして，観光リーフ
レットをはじめとする観光情報の工夫・改善の必要性を
強調した。
筆頭執筆者菊地の提案は，大掛かりな新しい取り組み
ではなく，観光情報の見せ方を，いかに変えるかという
ものであった。このような発想は，旭川市の旭山動物園
における動物の見せ方の工夫・改善に類似する。実際，
このような工夫・改善によって，観光客が増加したこと
は，すでに証明済みである。
世界遺産や世界ジオパークといった認知度の高い取り
組みの指定（認定）を受けると，直後に，観光客の入り
込みが増加するものの，やがて減少に転じることが少な
くない。ゆえに，持続可能な観光の在り方も，継続的に
模索しなければならない。その一助として，地理的な見
図１７ 北黄金貝塚を起点とした重層の指定遺産空間
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方・考え方が，観光活用に有効と考えた。
地理学も，専門分野の細分化がすすみ，人文地理学と
自然地理学との隔たりが大きな課題となっている。ま
た，人文的事象と自然的事象を扱う地誌学（地理学の一
分野）は，学校教育以外での役割を見出せないでいる。
地理学は，自然と社会（人間生活）を対象とする学問で
あるが，実際にその関係性を意識して研究している人は
少ない。
今回，取り上げた世界ジオパーク認定の在り方は，地
理学の社会的な役割を考える上で示唆に富む。ジオパー
クは，「大地の遺産」と呼ばれるが，自然的事象のみを
対象としていない。人文的事象との関係性も重視してい
る。この考え方は，地理学と共通する。今回の提案は，
地理学の社会的な役割の向上を見据えたものでもあっ
た。
今回の提案は，観光行動として周遊・見学型であっ
た。今後の課題として，体験型の観光行動を含む内容を
提案する。すでに，北黄金貝塚の場合，情報センターの
隣接地において，勾玉づくりをはじめとするいくつかの
体験活動が用意されている。これらは，学校教育でも活
用している。こうした体験活動と周辺・見学型の活動を
つなげる内容を模索し，五感を刺激したい。加えて，観
光資源の情報を電子地図などに組み込み，事前後の確認
や応用（例：積雪時の観光情報活用）としての付加価値
機能の構築・充実といった提案も挑戦していきたい。
付 記
本研究では，平成２４・２５年度北方圏学術情報センター
研究費（共同研究プロジェクト地域資源）の一部を使用
した。なお，本研究の一部は，平成２５年１２月地域資源グ
ループ成果発表（口頭発表）及び平成２６年２月ポルト研
究成果発表（ポスター発表）をした。
注
注１）http : //www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/ass/indextop.
htm
注２）２０１３年１０月３１日付北海道新聞記事５頁
注３）２０１４年２月２１日付北海道新聞記事４頁
注４）２０１４年２月２２日付北海道新聞記事３６頁
注５）http : //www.cb-tours.com/シィービーツアーズ
HP.
注６）菊地達夫：北海道遺産の観光活用の実態，観光研究
論集第１０号，pp．１５‐２６（２０１１）を参照
注７）２０１３年１１月２４日付北海道新聞記事２８頁
注８）http : //www.town.toyako.hokkaido.jp/top.jsp 洞爺
湖町役場 HP
注９）http : //www.toya-usu-geopark.org/?page_id＝２４
注１０）２０１４年２月２１日付北海道新聞記事４頁
注１１）２０１３年９月１２日付北海道新聞（夕刊）記事５頁
注１２）２０１３年８月１９日付北海道新聞記事２頁
注１３）２０１３年１２月４日付北海道新聞記事５頁
注１４）北海道胆振総合振興局資料「平成２３年度胆振管内観
光入込客数の状況について」伊達市前年度比８９．１％，
洞爺湖町前年度比８２．１％，壮瞥町前年度比８１．６％，
豊浦町前年度比１０６．６％
注１５）２０１３年９月２８日付北海道新聞記事２８頁
注１６）２０１３年９月２６日付北海道新聞記事３４頁
注１７）２０１３年９月２５日付北海道新聞記事３２頁
注１８）菊地達夫：北海道遺産の有する知的観光情報の発信
実態，北方圏学術情報センター第２号，pp．１２９‐１３４
（２００９）を参照
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The practical use and problem of local resources
in Tohoku region and Hokkaido
Kikuchi Tatsuo（Hokusho College）
Mizuno shintaro（Hokusho University）
Summary
In this research, the buried cultural property distributed over Tohoku district and Hokkaido tends to be
taken up, the actual condition and the problem of sightseeing practical use tend to be clarified, and it is
going to propose the state of new practical use.
As a result, the contents which carry out sightseeing practical use of the geographical space effectively
were shown. It is going to tie it to recognition of geographical space through the similarity and difference
nature between phenomena. Specifically, it is a mechanism which performs comparison between areas and
does the round tour sightseeing. As the mechanism, the necessity for a device and an improvement of
sightseeing information including a sightseeing leaflet was emphasized.
key words：Tohoku District and Hokkaido, Lake Toya Mt. Usu, Buried Cultural Property
Sightseeing Practical Use
北海道・東北地方における地域資源の活用と課題
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